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円・正三角形と調和平均 

 

 下の図において，三角形ＡＢＣとＡＣＤは正三角形です。辺ＡＢ上の点Ｅと辺ＡＤ上の点Ｆを結ぶ直線が

辺ＡＣと交わる点をＧとし，ＡＧ：ＧＨ＝１：１となるように辺ＡＣ上に点Ｈをとります。点Ａを中心とし，

ＡＨが半径となる円をかき，その円周と辺ＡＢの交わる点をＩ，辺ＡＤと交わる点をＪとします。 

 三角形ＥＨＩの面積が１００㎝２，三角形ＦＨＪの面積が２５６㎝２のとき，ＡＥとＡＦの長さの比を求

めなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

最難関問題 
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円・正三角形と調和平均 ２５：６４ 

 

 図①のように点Ｋ，Ｌを辺ＡＣ上にとると，影をつけた直角三角形ＧＥＫとＧＦＬは相似で， 

ＥＫ：ＦＬ＝ＡＥ：ＡＦなので，ＫＧ：ＬＧ＝ＡＥ：ＡＦです。 

図②の影をつけた三角定規型の直角三角形を作ると，ＥＩの長さはＫＧの長さの２倍で，ＪＦの長さはＬ

Ｇの長さの２倍です。よって，ＥＩ：ＪＦ＝ＫＧ：ＬＧ＝ＡＥ：ＡＦです。 

 

   図①                      図② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 三角形ＥＨＩと三角形ＦＨＪの面積の比は， 

１００；２５６＝２５：６４です。底辺ＥＩとＪＦの長さ

の比はＡＥ：ＡＦであり，図③において点線で示した高さ

は等しいので，ＡＥ：ＡＦ＝２５：６４です。 

 

 

 

 

 

 

調和平均 

この問題では，ＡＥ：ＡＦ＝ＥＩ：ＪＦになっていますが，ＥＩ＝ＡＨ－ＡＥで，ＪＦ＝ＡＦ－ＡＨですか

ら，ＡＥ：ＡＦ＝（ＡＨ－ＡＥ）：（ＡＦ－ＡＨ）です。このとき，ＡＨの長さをＡＥとＡＦの長さの 

「調和平均」になっている，といいます。 
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